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Abstract: We develop a system for analyzing daily conversation. Utterances which are ignored in 
conversation are focused in this system. These utterances can involve speaker’s passion and be buried 
away. The system extracts and displays these utterances. Thus users can reconsider speaker’s passion 
from ignored utterances. In this paper, we adopt Peer Counseling view point and make online-chat 
experiment for evaluation. The experiment shows the significance of the method. 
 

1. はじめに 
情報技術の飛躍的な発達に伴い，我々人類が扱

う情報亮は 2010 年までにはゼッタバイト（10 の 21 乗

バイト）を超えると予測され[1]，現代は情報爆発の

時代とされている． 
こうした中，この膨大な情報の内の果たしてどの

程度の情報を有効利用できているであろうか．ここで

は精確な計算は省くが，この答えは天文学的に小さ

い値となると予想される．なぜなら現存する情報の

中には，近年急速に普及してきた電子掲示板やブロ

グも少なからず含まれているからである．これらはイ

ンターネットを利用する個々人が各々の想いを綴っ

たものであり，そこから社会に持続的成長をもたらす

ような新たな価値が生まれることは至極稀であると

言える． 
その一方で，「必要は発明の母」という言葉も存在

するように，掲示板やブログ，オンラインチャットなど

を介して行われるコミュニケーションから，革新的な

アイデア・イノベーションを生むことができると考えら

れる．実際，セレンディピティ[2]と呼ばれる偶発的な

出来事から偉大な発明が生まれたというエピソード

も少なくない． 
そこで本論では，日常の何気ない会話から新しい

アイデアの種を掘り起こし，人の生活を向上させるこ

とのできるアイデア（本論ではこれを価値とする）を

創造する過程を支援するシステムを開発する．本論

では，テキスト処理技術を応用した会話解析によっ

てこの実現を試みる． 
本提案手法の一番の特徴は，会話内では特に注

目されておらず，通常は重要でないと考えられてい

る発言に注目している点である．本論ではこのような

発言を被放置発言と呼ぶ．被放置発言は，“発言の

背景に発言者独自の強い想いが存在するがために

相手に伝わらなかった発言 “や”卓抜な先見性の強

さのために理解されずに放置されてしまった発言”も

存在する．これら発言が注目されずに埋もれてしま

っていることは，非常に“もったいない”ことである．

本研究はこうした発言から新たな価値を見出すこと

を主目的とする． 
また本論のもう一つの特徴は，何らかの共通点

（同じような環境や悩み）を持つ（又は経験した）グル

ープを対象として，対等な立場で同じ仲間として行わ

れるカウンセリングであるピアカウンセリング[3,4]の
視点を導入している点である． 

ここでは大学院生を対象として，学生生活におけ

る悩みの共有とその解決方法をピア（仲間）同士で

相談するという実験を行う．また本論では，ピアカウ

ンセリングの起源である医療現場への適用可能性

についても考察する． 

2. 関連研究 
関連研究として，まずテキストマイニング技術の従

来研究を挙げる．テキストマイニングでは，文書内容

をそこに含まれる単語群のベクトルで表すベクトル

空間法[5]が基礎技術として広く利用されている．ベ

クトル空間法はシンプルかつ汎用性が高い手法であ

るという理由から，必ずしも正しい文法が使われてお

らず構造が無秩序である，日常会話を解析対象とす

る本研究では，これを採用する． 
 ベクトル空間法を基として，多くの研究が派生的に

なされてきた．それらの中には，ベクトルを拡張して

より単語間の関連性を考慮したもの[6]や単語の意

味を考慮できる行列に拡張したもの[7]，文書構造に

注目して抄録を自動生成するもの[8]などが存在す

る． 
また本研究は，社会学的側面や認知科学的側面

も有している．特に人間の心理を扱うという点で，人
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間の社会行動によって影響される社会的な過程に

おける心理を対象とする社会心理学[9,10]との関連

性が深いといえる．また認知科学的側面として，過

去の会話のレビューによって自らの認知を認知する

ことでメタ認知[11]を促すことも可能である． 

3. アプローチ 
本論で提案するシステムは，コンピュータによるテ

キスト処理と人間による感性処理とから成る．図 1 に

テキスト処理部分のフローチャートを示す． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

4.1. 入力テキスト 

発言者名と発言内容を一対として一発言とした会

話ログを入力テキストとする． 

4.2. 前処理 

入力テキストに対して，前処理として，形態素解析

[12]を行い，各発言からそこに含まれる単語群を抽

出する． 
次の前処理として，同義語処理を行う．これによっ

て，同義語は同じ単語であると認識して計算すること

ができる． 
最後の前処理として，発言をベクトルする際の基

準となるユニークタームベクトルを生成する．ユニー

クタームベクトルは，解析対象の文書に現れる単語

全てを過不足なく列挙してベクトル化したものである．

例として，10 種類の単語（形態素）が含まれる場合，

ユニークタームベクトルは 10 次元となる． 

4.3. 発言ベクトル生成 

形態素解析によって得られた単語群を，ベクトル空

間法を用いてベクトル化する（(1)式），この時，ベクト

ルを正規化しておく． 
 
 

但し， kt は  番目の単語の出現頻度，  は総単

語種類数である．また，後の処理で扱いやすくする

ために正規化を行っている． 

4.4. 発言間類似度算出 

発言ベクトルを基に各発言とその前後の発言群

（コンテクスト）との類似度を(2)式に示すように定義

する．ここでは，before 類似度(2.a)と after 類似度

(2.b)の二つの類似度を定義する． 
 
 
 
 
 
 
 
 

4.5. 被放置発言抽出 

二つの類似度に閾値を設けることによって，被放

置発言を抽出する．被放置発言は周囲から排除さ

れている発言であるため，閾値よりも小さい類似度

を持ち，前後の会話と内容が食い違っていると考え

られる発言を被放置発言として抽出する（(3)式）．な

お，会話毎に妥当な閾値を定められるように閾値は

ユーザーが決定できるように設計している． 
 
 
           

4.6. 被放置発言の性質評価 

被放置発言には潜在価値を持っているものとそう

でないものが混在する．なぜなら，放置されるべくし

て放置された発言と，発言者の強い想いを含んでい

る本来注目されるべき発言が存在するからである．

そこで本研究では被放置発言の性質評価によって，

これらの発言の見極めを試みる． 
これと同時に，性質評価によって，抽出手法の問

題点の一つを解決することができる．抽出時には，

注目発言とその前後の発言群との類似度のみを考

慮しているため，含まれる単語が少ない発言は，言

外に含まれる想いの強さに関係なく被放置発言とし

て抽出されやすくなってしまう．発言の資質評価によ

ってこうした発言の重要度を下げて，この問題をある

程度解消することができる． 
(4.a),(4.b)式によって定義する情報量を，選択平均

情報量とし，抽出した例外発言の評価として利用し

た． 
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上式で定義した情報量を各発言に対して算出する

と，二つの情報量は表 1 に示す性質を持つ． 
 
  

 
また，定義した情報量を使って例外発言の性質を

評価するため，(5)式のように評価関数を定義する． 
 
 
 
(5)式の評価関数によって得られた評価値は，表 2

に示す特徴を持つ． 
 
 

評価値 大 
(before 大且 after 小) 

新たな話題を導入して

いる発言 

評価値 小 
(before 小且 after 大) 

会話に特に影響を与え

ていない発言 
 
 
表 2 の特徴から，評価値が大きい発言ほど，前後

の会話コンテクストと食い違っている例外発言であり

ながら会話に影響を与えた発言であるといえる．こう

した発言には，発言の裏側に何らかの意図や知識

（暗黙知や経験知）が潜んでいる発言であると考えら

れる．したがって，評価値の高い発言から今まで共

有されていない新たな価値を創造できる可能性が高

いといえる． 

4.7. 出力：被放置発言 

抽出した被放置発言を評価値に従ってランク付け

をした後，ランク順に出力する．出力項目を表 3 に示

す． 
 

ユーザーは上記の出力結果を確認しながらインタラ

クティブにパラメータの調整でき，より妥当な結果を

追究することができる． 

4. オンラインチャット実験 
評価実験として，大学という共通の環境を持つ被

験者で，日常会話に近いオンラインチャットでの会話

を解析した． 

4.1. 実験概要 

大学という共通の環境を持つ小集団として，被験

者は大学教員 1 名と大学院生 6 名で行った．日常会

話でしばしば話題となる話題をチャットのテーマとし

て与え，テーマに沿って自由に会話を行い，そのロ

グデータを取得した．ここでのテーマは「大学生のお

財布事情」として，各自の節約術などについての会

話データが得られた．チャット実験は 30 分程度行わ

れた．  

4.2. パラメータ設定 

本実験用いたパラメータを表 4 に示す．パラメータ

の設定は，解析対象データに合わせてインタラクティ

ブに設定する．計算範囲窓 w は話題展開の速さに

合わせて設定した．二つの閾値は，目的とする被放

置発言は発言後の会話に多少の影響を与えている

と考えられるため βα < とした．また，抽出された被

放置発言の数が 15~30 個程度になるように値を調整

した．  

4.3. 解析結果 

表5に解析結果の一部（評価ランキング上位5発言）

を示す．合計 24 個の被放置発言が抽出された． 
 

Rank  発言 No 発言者  発言内容  Score 

1 111 GU 
K はハイボール

飲め 
0.88 

2 72 GO 
地デジ に対応 し

ていません 
0.55 

3 104 KO 

おかわり系のとこ

ろは，大抵無理を

して後悔するので

ある． 

0.36 

4 55 KO 
うーん，ひっかか

らない www 
0.35 

5 62 KA 
家でのエアコンは

ドライのみ 省エ

ネ たぶん 
0.29 

4.4. 実験考察 

表 5 の解析結果を見ると，抽出した発言のみでは

解釈が不可能であることが分かる．発言前後の文脈

を参考にして初めて，被放置発言が内包する発言者

の物語を垣間見ることができる．本論では詳細は省

き，簡単な説明をする． 
ランキング 1 位の発言は，発言者と参加者の一部

が共通の経験（物語）を持っており，敢えて深く言及

されなかったものであることが，実験後のインタビュ

Before 値 
大 新しい話題を挿入 
小 以前の話題と似通った内容 

After 値 
大 以後の会話とは異なる内容 
小 以後の会話と似通った内容 

計算範囲窓 w before 閾値α after 閾値β 
20 0.2 0.25 

Rank 発言 No 発言者  発言内容 Score 

表 4 パラメータ設定 

表 1 選択平均情報量の性質 

kkafterkkbefore
EEE

UWUW ⋅⋅
−= (5) 

表 2 評価値の特徴 

表 3 出力項目 

表 5 解析結果 
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ーで明らかになった． 
ランキング 2,3,5 位の発言には，発言者が日頃感じ

ている関心・問題意識が含まれる発言であるといえ

る． 
ランキング 4 位の発言は，実験後のインタビューに

よると，発言前の文脈に外れてはいないが，表現方

法の違いで，他の参加者には意味が正確に伝わら

なかった発言であるといえる． 
このように，発言者の隠れた関心・問題意識，小グ

ループ固有の物語が含まれている発言が被放置発

言として抽出されていることが分かった． 
また，これらの発言自体は新アイデアの種であり，

被放置発言に再度注目するようフィードバックし会話

を繰り返すことによって，新アイデアを創造していく

過程が必要となる． 

5. おわりに 
本論では，ピアカウンセリングという視点を導入し

て，仲間同士での会話による問題意識の共有とその

解決法の模索を支援することを目的の一つとしてい

る．ピアカウンセリングの起源は障害者支援にあり，

自立生活支援センター等において実践されているも

のである．ピアカウンセリングにおける「当事者こそ

専門家」という観点を応用することで，本提案手法を

医療現場だけでなく，システム開発等に適用が可能

であると考えられる．本研究の今後の課題は，これ

らの可能性を追究することと，本手法の方法論と評

価手法を確立することである． 
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